
て
磐
石
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者
が
、
自

社
の
未
来
像
・
使
命
・
社
会
責
任
を
「
経
営
理
念
・

行
動
規
範
」
と
し
て
明
文
化
し
、
従
業
員
を
は
じ
め

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
と
も
に
、

企
業
行
動
が
こ
れ
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
た
え

ず
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
修
正
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か

せ
な
い
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
の
出

発
点
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
全
従
業
員
を
対
象
に
意
識

調
査
を
行
い
、「
経
営
理
念
」
の
浸
透
度
を
確
認
し

た
。
そ
の
結
果
、
訴
求
力
に
課
題
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
経
営
陣
で
議
論
を
重
ね
、
従
業
員
の
声
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
左
図
の
と
お
り
「
経

営
理
念
」
を
一
新
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た（「
経
営
理
念
」
の
一
部
を
な

す
「
行
動
指
針
」
も
全
面
的
に
見
直
し
た
が
詳
細
は

割
愛
す
る
）。

日
本
経
団
連
主
催
の
企
業
倫
理
研
修
で

「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
と
出
会
う

従
業
員
の
一
人
一
人
に
、「
経
営
理
念
」
や
「
行

動
指
針
」
を
日
々
の
事
業
活
動
に
お
け
る
判
断
の
拠

り
ど
こ
ろ
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
の
ゴ

ー
ル
だ
と
考
え
る
。

最
も
効
果
的
な
の
は
、
役
員
・
部
門
長
を
は
じ
め

と
す
る
ラ
イ
ン
の
管
理
職
が
自
ら
の
言
動
で
職
場
を

導
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
補
助
・
補
完
す
る
有

効
な
施
策
と
し
て
、
従
業
員
一
人
一
人
の
倫
理
的
判

断
力
の
向
上
を
目
指
し
た
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
研

修
」
を
グ
ル
ー
プ
全
社
で
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
研
修
」
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
直
面
す
る
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
を
、
受
講
者
が

主
体
的
に
分
析
し
、
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
」（
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
公
益
学
研
究
科

の
中
谷
常
二
助
教
授
）、
米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク

ー
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
の
知
識
の
習
得
と
マ
イ
ン
ド

の
養
成
に
最
も
効
果
的
な
教
育
法
と
し
て
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
日
本
経
団
連
が
主
催
す
る
企
業
倫
理
研
修

に
参
加
し
た
際
、
前
掲
の
中
谷
助
教
授
の
講
義
を
お

聞
き
し
、「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
研
修
」
の
有
効
性

を
自
ら
体
験
す
る
機
会
を
得
た
。
中
谷
助
教
授
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
た

経
営
倫
理
学
教
育
」
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
同
助
教

授
か
ら
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
研
修
」
を
全
社
展
開

す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
示
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
当
社
独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・
運

営
に
も
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
モ
ラ
ル
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

（
想
像
力
）に
富
ん
だ
人
材
を
育
成
す
る

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
役
員
・
従
業
員
の
一
人
一

人
が
、「
日
常
業
務
に
お
け
る
自
ら
の
行
為
が
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
」
を
事
前
に
想
起
し
、
倫
理
的
に
正
し
い
判
断
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
研
修
は
、
受
講
者
参
加
型
な
の
で
、
本
音
で
会

話
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
職
場
に
提

供
す
る
役
割
も
有
し
て
い
る
。

な
お
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
ケ

ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
研
修
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
進
度
は
、

経
営
ト
ッ
プ
の
率
先
垂
範
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
エ

ン
ジ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
た

い
。

「
経
営
理
念
」
を
誠
実
に
実
践
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
…
…
こ
れ
に
地
道
に
向
き
合
う
こ
と
が
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
の
本
質
な
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

≪新日本石油グループ経営理念≫

【グループ理念】
Your Choice of Energy
エネルギーの未来を創造し
人と自然が調和した豊かな社会の実現に
貢献します

【６つの尊重】
E thics 「高い倫理観」
N ew ideas 「新しい発想」
E nvironmental harmony 「地球環境との調和」
R elationships 「人々との絆」
G lobal approaches 「グローバルな視野」
Y ou 「ひとりひとりのお客様」
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CO2

■プロジェクト実施前 

随伴ガスを燃焼 
発電所では 
既存燃料を使い発電 

■プロジェクト実施後 
随伴ガスを回収 
パイプラインで発電所に供給 

発電所では 
随伴ガス供給分の 
既存燃料を節減 

パイプライン 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
「
本
業
そ
の
も
の
」

新
日
本
石
油
グ
ル
ー
プ
の
社
会
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）は
、

大
き
く
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
わ
が
国
の
第
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
五
〇

％
以
上
を
占
め
る
石
油
・
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
化
石

燃
料
を
安
定
的
に
供
給
し
、
日
本
経
済
の
持
続
的
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
化
石
燃
料
の
効
率
的
利
用
に
資
す

る
製
品
・
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
促
し
、
地
球
環
境

と
の
調
和
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
責
任
を
着
実
に
果
た
す
こ
と
、
す

な
わ
ち
、
新
日
本
石
油
グ
ル
ー
プ
の
「
本
業
そ
の
も

の
」
が
私
た
ち
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
探
鉱
・
開
発
か
ら

製
造
・
販
売
に
至
る
長
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
各

領
域
で
、
従
業
員
の
一
人
一
人
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
常
に
意

識
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
、
当
社
グ
ル
ー
プ

全
体
の
競
争
力
・
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

象
徴
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

「
地
球
環
境
と
の
調
和
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
私
た

ち
な
ら
で
は
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
実
を
結
ん
だ
象
徴
的

な
事
例
を
三
点
紹
介
す
る
。

�
「
原
油
生
産
の
際
に
発
生
す
る
随
伴
ガ
ス
の
有
効

利
用
」〔
下
図
参
照
〕

Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
し
て
世
界
最
大
規
模
で
あ
り
、
こ

の
手
法
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
世
界
で
初
め
て
、
国

連
機
関（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
）の
承
認
を
受
け
た
。

�
「
環
境
ハ
イ
オ
ク
ガ
ソ
リ
ンE

N
E
O
S
N
E
W

ヴ
ィ

ー
ゴ
の
販
売
」

将
来
の
環
境
規
制
を
見
据
え
、
世
界
に
先
駆
け
て

サ
ル
フ
ァ
ー
フ
リ
ー（
硫
黄
分
一
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下
）の

燃
料
を
販
売
し
た
。
加
え
て
、
燃
費
の
最
大
三
％
向

上
を
実
現
し
た
。

�
「
公
益
信
託E

N
E
O
S

水
素
基
金
の
設
立
」

水
素
社
会
の
早
期
実
現
に
向
け
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
対
し
、
年
間
総
額
五

〇
〇
〇
万
円
の
助
成
金
を
提
供
し
て
い
る
。

「
経
営
理
念
」
を
柱
と
す
る

Ｃ
Ｓ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

社
内
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
意
識
を
企
業
文
化
・
風
土
と
し

田
渕
秀
夫

た
ぶ
ち

ひ
で
お

CSR わが社の取り組み
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
研
修
」で

倫
理
的
判
断
力
を
磨
く

新
日
本
石
油
執
行
役
員
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
長

〜
新
日
本
石
油
グ
ル
ー
プ
の
社
会
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）を
果
た
す
た
め
の
取
り
組
み
〜

ベトナム・ランドン油田に
おける随伴ガス有効活用
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